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第３回秋田市・河辺町・雄和町合併協議会

平
成
十
七
年
一
月
十
一
日
の
合
併
に
向
け
て
話
し
合
い
を
進

め
て
い
る
秋
田
市
、
河
辺
町
、
雄
和
町
。

九
月
二
十
九
日
、
第
三
回
の
合
併
協
議
会
が
開
か
れ
、
新
た

に
地
方
税
、
町(

字)

の
区
域
お
よ
び
名
称
、
い
ろ
い
ろ
な
慣
行
、

都
市
計
画
を
合
併
後
に
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
決
め
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
と
な
る
市
町
村

建
設
計
画
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
検
討
の
た
め
の
素
案
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

(

七
ペ
ー
ジ
ま
で
続
く)

第３回秋田市・河辺町・雄和町合併協議会

市町合併ホームページ
http://www.city.akita.akita.jp/city/copr/

秋田市合併推進局
tel(866)2785 ファクス(866)2795

一
市
二
町
の
市
町
村
建
設
計
画
の
名
称
は(

仮
称)

「
緑

あ
ふ
れ
る
新
県
都
プ
ラ
ン
」。

合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
第
十
次
秋
田
市
総
合
計

画
を
基
礎
と
し
、
第
五
次
河
辺
町
総
合
発
展
計
画
と
雄

和
町
総
合
発
展
計
画
を

引
き
継
ぎ
な
が
ら
進
め

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。新

県
都
プ
ラ
ン
の
計

画
期
間
は
、
平
成
十
七

年
度
か
ら
平
成
二
十
七

年
度
ま
で
の
十
一
年
間
。

計
画
は
、
次
の
八
章
か
ら
な
り
ま
す
。

第
一
章
合
併
の
必
要
性
と
効
果

第
二
章
計
画
の
策
定
方
針

第
三
章
秋
田
市
・
河
辺
町
・
雄
和
町
の
歴
史
と
現
況

第
四
章
人
口
フ
レ
ー
ム

第
五
章
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

第
六
章
ま
ち
づ
く
り
計
画

第
七
章
公
共
施
設
の
統
合
整
備

第
八
章
財
政
計
画

こ
れ
ら
の
具
体
的
な
内
容
は
、
引
き
続
き
協
議
会
に

お
い
て
審
議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
は

１
市
２
町
の

総
合
計
画
を
活
か
し
て

緑あふれる
新県都プラン



６、７ページには
１市２町の歴史… 河辺・雄和の振興計画の方針

観光秋田30景にも選ばれている
岩見三内地区の自然資源を有効に
活用し、市民や観光客が気軽に自
然に親しめる空間「せせらぎの郷
かわべ」の形成をはかります

伏
伸
ふ
の
し

の
滝

ユフォーレや岩見温泉などの
宿泊観光施設と生涯スポーツ
施設「スポパークかわべ」を
連携させ、通年観光の促進に
つとめます

スポパークかわべ

太平山の恵みある自然資
源と空港、高速道路、国
道13号、JR和田駅など
の交通の利便性を活か
し、観光や産業の振興を
はかります

JR和田駅

河辺町

ユフォーレ

雄和町

秋田空港、空港インターチェンジ、国際教
養大学、県立中央公園などの地域資源を活用
し、特色あるスポーツ・文化振興などを進め
ます

県
立
中
央
公
園

高尾山、糠塚華の里、雄和ふる
さと温泉ユアシスなどが一体的
になった観光ルートを確立し、
都市部の住民に癒

いや

しの場を提供
します

糠塚華の里・ダリア園

大正寺地区は、温泉資源
を活用し、健康増進や生
きがい活動支援などの拠
点づくりをはかります

雄
和
ふ
る
さ
と
温
泉

ユ
ア
シ
ス

人口を見てみよう
■１市２町の年齢別構成

区分

14.4％
68.1％
17.5％

12.6％
60.0％
27.4％

11.9％
62.1％
26.0％

14.2％
67.7％
18.1％

45,655人
216,200人
55,689人
317,544人
1,346人
6,398人
2,925人
10,669人
990人
5,187人
2,175人
8,352人
47,991人
227,785人
60,789人
336,565人

秋田市

15歳未満　

15～64歳

65歳以上

総人口

人口 構成比

河辺町

15歳未満　
15～64歳

65歳以上

総人口

雄和町

15歳未満　

15～64歳

65歳以上

総人口

１市２町

15歳未満　

15～64歳

65歳以上

総人口

(平成12年国勢調査調べ)
■新市の人口推計

平成12年

平成17年

平成22年

平成27年

336,646人

340,640人

340,704人

336,565人

■新市の世帯推計

平成12年

平成17年

平成22年

平成27年

128,169世帯

138,102世帯

147,350世帯

155,972世帯

■新市の年齢階層別人口の推計

平成12年

平成17年

平成22年

平成27年

20％ 40％ 60％ 80％ 100％

０～14歳 15～64歳 65歳以上

※将来の数値は、過去の国勢調査から推計したもの
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※年齢不詳を除く
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地方税および関連制度については、秋田市の制度に統一します。
ただし、１市２町において税率などが異なる制度については、合併特例法

の規定により下表のとおり扱うものとします。

秋田市の税率などは変わらず

河辺町の場合

町(字)の名称の具体例

現　行　河辺郡河辺町和田字北条ヶ崎38番地２

合併後　秋田市河辺和田字北条ヶ崎38番地２

｝ ｝
町 字｝

町 字

｝
雄和町の場合
現　行　河辺郡雄和町妙法字上大部48番地１

合併後　秋田市雄和妙法字上大部48番地１

｝ ｝

町 字

町 字

｝ ｝

秋田市・河辺町・雄和町の税率など

●所得証明書●市(町)県民税課税(非課税)証明書●市(町)県民税所得・課税証明書●国民健康保険
税納税証明書●固定資産税納税証明書など…現行料金は秋田市300円、河辺町・雄和町200円

合併時に秋田市の制度に統一します。
なお、受付窓口は両町にも設置します。税務証明書の交付手数料

●住宅用家屋証明書…現行料金は秋田市1,200円、河辺町・雄和町1,300円

秋
田
市
河
辺
○
○
字

秋
田
市
雄
和
○
○
字

ま
ち
の
な
ま
え
は

秋
田
市
の
区
域
内
の
町(
字)

の
区
域
お
よ
び
名
称
は
、
現
行

ど
お
り
と
し
ま
す
。

河
辺
町
お
よ
び
雄
和
町
の
区

域
内
の
町(

字)

の
区
域
は
現
行

ど
お
り
と
し
、
名
称
は
、
秋
田

市
河
辺
、
秋
田
市
雄
和
の
あ
と

に
、
現
行
の
町(

字)

の
名
称
を

続
け
て
表
示
し
ま
す
。

※合併特例法第10条(抜粋)…
合併市町村は、合併関係市町
村の相互の間に地方税の賦課
に関し著しい不均衡があるた
め、(中略)その全区域にわた
って均一の課税をすることが
著しく衡平を欠くと認められ
る場合においては、市町村の
合併が行われた日の属する年
度およびこれに続く５年度に
限り、その衡平を欠く程度を
限度として課税をしないこと
または不均一の課税をするこ
とができる。



市
章
は
秋
田
市
に
統
一

い
ろ
い
ろ
な
慣
行
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
に
秋
田
市
の
制
度
に
統
一
し
ま
す
。

昭和30年、１町２村が合
併して成立しました。
「カワベ」の「カ」を抽象
化。全体は鳥の飛び立つ
姿として、発展、飛躍を
象徴しています。

昭和31年、３村が合併し
て成立しました。「雄和」
の頭文字「Y」を図案化。
大地に根を下ろして発芽
した若葉が力強く伸びよ
うとする姿を象徴してい
ます。

明治22年市制施行。的
に矢留を配し、秋田市
の「田」の字と佐竹氏居
城の別名「矢留」を表し
ています。

※
市
街
化
区
域
…
す
で
に
市
街
地
を
形
成

し
て
い
る
区
域
お
よ
び
、
お
お
む
ね
十

年
以
内
に
優
先
的
か
つ
計
画
的
に
市
街

化
を
は
か
る
区
域

※
市
街
化
調
整
区
域
…
市
街
化
を
抑
え
る

区
域

【
現
行
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
】

秋
田
市
▼
第
五
次
秋
田
市
総
合
都
市
計
画(

都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン)

を
平
成
十
三
年
に

策
定(

計
画
期
間
平
成
十
三
年
度
〜
二
十
二
年
度)

河
辺
町
・
雄
和
町
▼
な
し

合
併
後
の
新
市
に
お
い
て
、
新
市
域
を
対
象

と
す
る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し

ま
す
。

都
市
計
画
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
秋
田

市
の
制
度
に
統
一
し
ま
す
。

た
だ
し
、
都
市
計
画
区
域
区
分
に
つ
い
て

は
、
合
併
時
は
現
行
の
と
お
り
と
し
、
合
併

後
の
新
市
に
お
い
て
検
討
し
ま
す
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定

【
現
行
の
都
市
計
画
区
域
区
分
】

秋
田
市
▼
「
市
街
化
区
域
」
と
「
市
街
化
調
整

区
域
」
の
区
分
を
行
っ
て
い
る

河
辺
町
・
雄
和
町
▼
な
し

都
市
計
画
区
域
区
分
の
決
定

合
併
時
は
、
現
行
の
と
お
り
と
し
、
合
併
後

の
新
市
に
お
い
て
検
討
し
ま
す
。

都市計画マスタープラン
は合併後に策定

河辺町の町章雄和町の町章 秋田市の市章

秋
田
市
の
木
▼
け
や
き

秋
田
市
の
花
▼
さ
つ
き

河
辺
町
の
木
▼
ミ
ズ
ナ
ラ

河
辺
町
の
花
▼
ワ
サ
ビ

河
辺
町
の
鳥
▼
キ
セ
キ
レ
イ

雄
和
町
の
木
▼
柿

雄
和
町
の
花
▼
つ
つ
じ

市
の
木
お
よ
び
花
は
秋
田
市
に

統
一
し
ま
す
。
た
だ
し
、
両
町
の

木
、
花
と
河
辺
町
の
鳥
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
継
承
し
て

い
く
も
の
と
し
ま
す
。

市
町
の
花
・
木
な
ど

秋
田
市
の
制
度
に
統
一
し
、
両

町
の
功
労
者
は
、
秋
田
市
の
功
労

者
と
し
て
待
遇
し
ま
す
。
ま
た
、

名
誉
町
民
は
、
秋
田
市
に
引
き
継

い
で
顕
彰
し
ま
す
。

●雄和町の花
「つつじ」

●河辺町の鳥
「キセキレイ」

●河辺町の花　　
「ワサビ」

●河辺町の木　　
「ミズナラ」

表
彰
者
関
係

市
　
章

市
章
は
、
秋
田
市
の
市
章
に
統

一
し
ま
す
。

●秋田市の木
「けやき」

●秋田市の花
「さつき」

●雄和町の木
「柿」
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